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箔検電器の角度、その 2

箔検電器の角度、その１に引き続き、その２を考えてみました。

式１をエクセルを使って計算してみました。

以下はプログラムと結果です。

５０度以下では比例しているように見えます。
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Pの位置ベクトル
Qの位置ベクトル

Pの電荷がQの電荷から受ける力
クーロンの法則より

F のOの回りのモーメント

Oの回りの全モーメント=0 より

式１
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両開きの箔検電器（図1）を考えます。
箔検電器には一様に電荷密度ρが分布していて、箔の開く角度θによって電荷分布や
全体の静電容量などが変わらないものとします。
重力加速度をg、箔の質量をm、箔の長さをh、箔の接合点をO、Oからaだけ離れた点をP、
bだけ離れた点をQとして、Pの電荷がQの電荷から受ける力のOの回りのモーメントを求めます。
これをすべての点の組み合わせで求め、その和と重力によるモーメントの合計をゼロとします。
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エクセル VBAによるシミュレーション
http://www.cfs.chiba-u.jp/koudai-renkei/information/files/hakukendenkikakudo1.xlsm

http://www.cfs.chiba-u.jp/koudai-renkei/information/files/hakukendenkikakudo1.xlsm

